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他２９８名 
研究成果概要 

本研究は、J-PARCで生成したニュートリノビームを２９５ｋｍはなれたスーパーカミオカンデ(SK)で検出する

ニュートリノ振動実験T2Kにおいて、 

 νe出現を発見し未知のパラメータθ13を決定、 

 νµ消失における振動パラメーターの精密測定 

を目的とする。T2K実験は平成21年度に実験を開始し、最終的には750kW x 15,000時間相当のビームを用

い、これまでの実験で得られているsin22θ13の上限値に対し一桁以上小さい値までνe出現を探索、νµ消失に

おける振動パラメータsin22θ13, ∆m23
2をそれぞれ1%, 3%の精度で測定する。 

ニュートリノ源（Ｊ－ＰＡＲＣニュートリノビーム施設）は、平成21年3月までに建設を終了し、予定通り同年4月2

3日からビームを使用したコミッショニングを開始、平成２２年１月からνe出現の発見を目指し、ニュートリノビー

ム連続供給を開始した。 そして、平成２２年２月２４日には、T2Kの主測定装置であるSKで最初のビームニュ

ートリノ起因事象が確認された。前置検出装置群も安定に稼働をしている。 

以降、ニュートリノビーム連続供給運転と同時に、加速器チームとの協力のもと、順次ビームパワー増強を試

みており、平成２４年６月３０日までに、３．０１×１０２０（１４４．７×１０７ｋW・secに相当）陽子をニュートリノ生成標

的に照射し、又、平成25年3月現在、230ｋｗでの安定運転（加速器の運転繰り返し２．４８秒周期）が可能であ

ることを確かめた。 

平成２３年３月１１日までの全蓄積データに基づいて、 

 νe出現現象の兆候を捉えたこと 

 νμ消失現象に関しては、ニュートリノ振動に伴う消失を明確に捉え、これまでの同種実験の結果と整

合性のある結果を得たこと 

を世界に先駆けて報告したが、平成２４年夏には、平成２４年６月３０日までの全蓄積データに基づいてνe出

現現象の兆候の確からしさを３．２σまで向上させた。 

研究の更なる効率化のため、繰り返し周期の短縮とバンチあたりの陽子数向上によってビームパワー増強を

図っている。バンチあたりの陽子数に上限を与えていた、粒子損失局在化システムの増強が行われ、又、繰り

返し周期の短縮のためのＲ＆Ｄも進行中である。 

Ｔ２Ｋのニュートリノビームの性質をより正確に評価するため、標的における２次粒子生成分布の測定をCER

N SPS NA61実験で引き続き行っている。2007年度取得データに基づく、ニュートリノフラックス評価がほぼ完

了し、π粒子生成に加えて、Ｋ粒子生成に関しても解析を行った。２００９年度取得データの解析作業も進行し

ている。 

加えて、SciBooNE実験によってニュートリノ反応データの解析を進めた。 
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